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1 .上 級 日本語牧盲 にお ける日障学の シラバス化

のを 確

初級 ・中級 の 日本語教 育では文型 ・機能 ・発面

等に基づいた体系的 シラバ ス構成 がす でに数多 く

提案 され てい るが、上級 におい ては体系を意技 し

たシラバ スは極 めて少 ない。 学習者のニー ズを一

般化す るのがむずか しい ことも一因であろ う。

年者の勤務技 (桜美林 大学 )で は、大学 ・大学

院等で複 々の専攻へ進む文科系学生のニーズを一

般化 し、体系化 す るため に 3年 前 よ り 「国際学 J

の概念 を導入 してシラバス化 と敬材作成 を拭みた。

国際学 シラバス化 の利 点 と して右の 3点 があげ ら

れ る (松下 ( 1 9 9 4 ) )。

ネ留学生 成母国 ・母文化 と 日本 との関係 で研 究テ

ーマ を設 定す ることが多いので、専門操程 で必

要な知技、話象等 を効果 的にを得 できる (図 1

・表 1=松 下 (1 9 9 4 )より)。

*教 材 に関わる各種 の発展的 タス クを行 うことに

よ り、学習者 は国際間 の関係や 比較 といった国

際学の基本的観点 を着技 す るよ うになる。

ネ留学生 自身が分析 の材料 を もち、かつ、動機 も

高い トビ ンクで投業 を行 うことで、授業が活性

化 す る。

表 1 研 究テーマp(四 1)に 関する知脱の分析表

テーマ :「 日中貿身の現状 と将来』

日本にE+3お 1 コホ0日,寅B・1中質,に日する力1

配'出t【目すう力1 中日0日,,1・1口】こに日する力1
一般 的知技 日'買 呂に日fう ―住的打1

2 .国 際学 とは何か

国際学は一般的には国際関係学 ・比較文化学 ・

地域研究によって構成 されると考えられる。そこ

で 「国際J「 比較Jの 2語 をキーワー ドとし、こ

れ らの合成活の話ととしての意味を分析 した上で、

これらを話基として構成 される学行用語を 『日本

十進分類法J ( N D C )等 の国春分類から検索 し、

N D C煩 の 「国際学キーワー ドリス トJを 作成 し

た く松下 ( 1 9 9 4 )に掲載)。 この ,ス トは日書の検

索や新聞 ・桂善記事のC D一R O H検索に有用である。

3 .日 ほ学シラバス化敏常 『日本ほ上機臣解求r

目い学アラカル ト』 (便称)に よる授楽

上述の考察に基づいて、桜美林大学の日本語 I

・コ (学部 1年 生対象、週 4コ マ)で 使用するた

田 1 留 学生に特歓的な研究テ

F : 専 攻分野に関す る

一般的知機 と興味

R (■) : 学 者者の出身地域

mに 関する知いと興味

R ( t ) : 留 学先 tに 関す

る知機 と興味

R (口) n R ( t ) (網 の部分) :留 学生の特長の

発揮 される分野。

例えば、学習者の出身地を中国、専攻を経

済学と仮定すると、研究テーマ p、 q、 rに

はそれぞれ以下の例が考えられる。

p :日 中質れの現状と将来

q :中 日経済特区における税制度とその効果

r :戦 後日本の関税聞度の変速

また、任意の二つ てまたはそれ以上)の 地

域x , yく, z・…)を想定すればR ( x ) n R ( y )は

国際学の任念にほぼ相 当するであろう。
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めの統解演習用教材 として新屋 ・松下 ( 1 9 9 4 )を作

成、改訂 し、 『日本馬上接続解演習 国 際学アラカ

ル トJ (仮 称、未公刊)と した。 これは2 3石の文

章を「国際関係 と民族 ・国家J rコミュニケ
ーシヨ

ンと文 化 J「日本 始 J「象 族 Bラ イ フス タ イル』

「情報 と社 会J「世界経 済 と貿易J「日藤政治 と日

際法J「地域格差 と人 口移動J「環境 と生命 Jの 9

章 ( +別 章 「古 奥 J )に 距成 したものである。各

章は 2な い し3の 読解ユニットにより構成 した。

前解の素材の選択にあた り重視 したのは問題提

起的であること、長すぎないこと、時事的すぎな

いこと、グローバルな視点をもつていることなど

であるが、 「私たちJと い う語が 日本人を指すな

ど、日本人の視点に立つ文書が多く、者労 した。

表 2 各 手の楽字の構成の例 (第 5,)

各ユニントは  [続 む前 に] [駈 解本文] [注 ]

[内容理解 ] [轟 べ てみ よう] E発 展 ]お よび

E語旬 リス ト] [答 旬 の用法 ]か らなり、各章

末には [参考 文献 ]を 付 した。 [語句 リス ト]

に話句のグルービングを施 したことも工夫 した点

である。各ユニントのほかに授業では関連の新聞

記事やテ レビ番組を速読や臨解の教材 として併周

した。また、プロダクティプな活動として資料検

察、レポータ
ー発表、 レポー ト作成は 1年 間の後

半 (日本語 E )に 必ず行ない、テ
ーマは統解の内

容に関連する範囲の自由選択としている。

桜業林大学の機葉は名古屋大学 日本語
。日本文

化研修コースの 「総合演習J (藤 原
・切山何 ( 1 9 9 7 )

参照)と 理念的には重なる部分が多いが、名古屋

大学の コースが予備敬育に集中する9 0 0時間のコ

ースであるのに対 し、桜美林大学では学部の他科

日と並行 して行われ、年間で1 5 0時間程度 しかな

いため、各毒の扱いには濃淡をつけ、 [発展]は

各ユニ ン トですべて扱 うのではなく、発表や レポ

ー トの材料 として使用 している。

国際学シラパス化の効果を他の方法 と比較 して

定量的に評価することはむすか しいが、 3・ 4年

生への ヒア リング結果を総合すると、寄彙面、知

技面では比較的 よい評価を得ている。中には日本

語の接楽で扱つたテーマを卒稔に発展させた学生

もいる。今後の凛題は学生により異なる興味や限

られた時間の中で、学生の発話意欲を活か したデ

イスカ ノシヨンやプロジェク トワークをどう組み

立てるか、また思考の枠組みを意機 したタスクを

どう盛 り込んでい くかなどである。なお、 [驚句

リス ト] [畜 句の用法]を 除 く部分は 日本人学生

1年 生対象の 「基礎演習 I Jで も 3回 使用 し、高

い評価を得ている。

4 .こ れからの上級 日本語教育のコンセブ ト

今後の大学等における上級 日本寄敬育について、

現状をふまえて、以下の 3点 を主張する。

キゼ ミ発表や レポー ト・治文の作成に必要なアカ

デ ミンクスキルの習得について、一層の研究が

必要である。その中には擦題の設定の方法など、

思考法も含まれ る。その思考の枠組みとして文

科系上級の場合、国際学が有効である。

ホ日本を低別の対象 として紹介する情格的な言語

素材ではなく、異文化理解教育および学問的思

考の促進の観点から、 日本を他国 ‐他地域 との

関係 ・比較で客観的にとらえた言語素材を歌材

化すべきである。 (秋山 ( 1 9 9 7 )の「日本社会の

話相Jを 「グローパルな視座から点検するJと

い う理念に近いが、例 えばカルチャーションク

や民族アイデンティティーの問題など、より留

学生個人に視座をおいた素材 も含んでよい。)

ネ生活適応 レベルの 日本事情教育を
一通 り終えた

後の 日本事情教育は、 (攻治、経済、文学等の

専門保程にすすむ学生が対象の発合、)日 本の

高等文化の紹介等に進むのでなく、専門科目で

の授業における、 日本人学生 とのレディネスの

相違の解消を第一の日標にすべきである。
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